
新課程のファースト・ステップ
新しい教育の変化を学校の飛躍へと生かすために

言語活動の充実を
授業の中で
どのように取り入れるか
新課程では、各教科・領域での「言語活動の充実」が明示されている。
しかし、授業で具体的に何をどのように工夫すればよいのか、明確になっていない学校は多い。
今号では、「総合的な学習の時間」を軸に、授業の中で言語活動を工夫している
三重県立神戸高校の取り組みを紹介する。

　

新
課
程
で
は
、
生
徒
の
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
な
ど
を
育
む
観
点
か
ら
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
の

活
用
を
図
る
学
習
活
動
が
重
視
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
言
語
に
対
す

る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
言
語

に
関
す
る
能
力
の
育
成
を
図
る

上
で
必
要
な
言
語
環
境
を
整
え
、

生
徒
の
言
語
活
動
を
充
実
す
る

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
調
査
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
言
語
活
動
の
充
実
や
活

用
を
重
視
し
た
授
業
が
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
効
果

的
に
育
成
で
き
る
と
捉
え
て
い

る
教
師
は
少
な
く
、「
教
科
に

よ
っ
て
指
導
の
ば
ら
つ
き
が
出

る
の
で
は
な
い
か
」「
教
員
の
指

導
力
の
格
差
が
広
が
る
の
で
は

な
い
か
」
と
懸
念
し
て
い
る
教

師
は
多
い
（
図
）。

　

論
理
や
思
考
と
い
っ
た
知
的

活
動
の
基
盤
で
あ
る
と
共
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
感
性
、

情
緒
の
基
盤
と
な
る
言
語
力
を

育
て
る
活
動
を
、
各
教
科
、
領
域
の
中

で
効
果
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
三
重
県
立
神
戸
高

校
が
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
教

科
学
習
で
行
っ
て
い
る
言
語
活
動
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

＊全国の高校（国公立 1422 校、私立 573校、その他 5校）の教務主任に聞いた（数値は無回答、不明を除く）
出典／ベネッセコーポレーション高校事業部「新課程レポートvol.4」（2011）

とてもそう思う
まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない

各教科で共通して取り組むことができ、
思考力・判断力・表現力等を

効果的に育成できる
教科によって、

指導のばらつきが出る

教員の指導力の格差が広がる

指導要領は変わるが、
指導上の変化はない

10050 60 70 80 90403020100
（％）

2.67.5 31.7 41.1 17.07.5 31.7 41.1 17.0

18.1 53.4 21.5 6.318.1 53.4 21.5 6.3

17.3 43.2 29.8 8.817.3 43.2 29.8 8.8

7.5 28.9 41.1 19.57.5 28.9 41.1 19.5

0.5

0.9

2.9

図 「言語活動の充実」や「活用重視の授業」に関する影響

「
言
語
活
動
の
充
実
」は

思
考
力
な
ど
の
育
成
に
つ
な
が
る
の
か
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三
重
県
鈴
鹿
市
に
位
置
す
る
三
重
県

立
神か

ん

戸べ

高
校
は
、
２
０
１
１
年
度
、
２

年
生
で
言
語
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
に
着
手
し
た
。
同
校
は
１
コ
マ

45
分
×
７
時
限
の
授
業
を
実
施
し
て
お

り
、
毎
週
水
曜
日
の
６
時
限
目
に
あ
る

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総

合
学
習
）
と
、
７
時
限
目
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を

活
用
し
、
年
９
回
の
「
表
現
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
。

　
「
志
望
理
由
書
を
書
く
」
こ
と
を
最

終
目
標
と
し
て
、「
学
ぶ
こ
と
の
意
味
」

「
論
理
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
働

く
こ
と
の
意
味
」「
科
学
技
術
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
授
業
を
進
め

た
。
そ
の
理
由
を
、
当
時
２
年
生
担
任

で
活
動
を
主
導
し
、
現
在
１
年
生
主
任

で
国
語
科
の
今
田
美
千
代
先
生
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
こ
の
時
期
の
高
校
生
は
、
第
三
者

に
自
分
の
考
え
や
感
情
を
出
す
こ
と
を

な
か
な
か
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
テ
ー

マ
は
生
き
方
や
人
と
の
か
か
わ
り
な

ど
、
２
年
生
で
進
路
を
具
体
的
に
決
め

て
い
く
時
期
に
こ
そ
考
え
て
ほ
し
い
、

人
と
し
て
の
本
質
を
問
う
よ
う
な
内
容

と
し
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
必
要
と

感
じ
、
感
情
移
入
で
き
る
よ
う
な
内
容

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
深
く
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
た

い
、
表
現
し
た
い
と
思
う
も
の
で
す
。

例
え
ば
、『
働
く
こ
と
の
意
味
』
で
は
、

普
段
の
授
業
で
あ
ま
り
発
言
し
な
い
生

徒
が
、
生
き
生
き
と
自
分
の
考
え
を
発

言
し
て
い
ま
し
た
。『
表
現
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
』
は
、
表
現
力
の
育
成
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
進
路
学
習
や
人
権
学
習
な

ど
他
の
活
動
と
も
連
動
さ
せ
ま
し
た
」

　

毎
回
の
活
動
は
、
テ
ー
マ
に
即
し
た

課
題
文
を
読
み
、
生
徒
個
々
で
要
約
や

意
見
の
記
述
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
む

「
個
人
ワ
ー
ク
」
と
、
課
題
文
や
テ
ー

マ
に
つ
い
て
４
〜
５
人
で
話
し
合
う

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
し
た
。
教
材
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
表
現
サ
ポ
ー
ト
」（
＊
）
を
土
台
と
し
、

自
校
の
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
実
施

時
間
を
増
や
し
た
り
、
順
番
を
変
え
た

り
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
。

　
「
大
学
の
志
望
理
由
書
を
書
く
授
業

で
は
、
実
物
の
推
薦
入
試
の
出
願
書
類

を
活
用
し
ま
し
た
。
実
際
の
出
願
を
想

定
し
て
書
く
こ
と
で
、
よ
り
真
剣
に
取

り
組
ま
せ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

書
い
た
志
望
理
由
書
は
、
新
３
年
生
の

担
任
団
に
渡
し
て
進
路
資
料
に
し
て
も

ら
う
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。
授
業
中
に

書
き
終
え
ら
れ
な
か
っ
た
生
徒
も
い
ま

し
た
が
、
提
出
期
限
を
聞
い
て
く
る
な

ど
、
狙
い
通
り
に
生
徒
は
真
面
目
に
考

え
て
い
ま
し
た
」（
今
田
先
生
）

　

活
動
は
副
担
任
が
中
心
と
な
っ
て
進
＊ベネッセコーポレーションの低学年向け小論文・表現学習教材。書くことを通じて、高校生の「考え、
伝える力」を育成することを目指している

三
重
県
立
神
戸
高
校

今
田
美
千
代

い
ま
だ
・
み
ち
よ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８

年
目
。
１
学
年
主
任
。
国
語
科
。

三
重
県
立
神
戸
高
校

◎
２
０
１
２
年
度
で
創
立
92
周
年
を
迎
え
た
伝
統
校
。

授
業
を
１
コ
マ
45
分
の
７
時
限
と
し
、
学
習
指
導
の
充

実
と
特
別
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。
◎
全
日
制
／
普
通

科
、
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
２
年
度
入
試
の
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
東
北
大
、
名
古
屋
大
、
三
重
大
な
ど
に
96

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
京
大
、
南
山
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
６
１
６
人
が
合
格
。

進
路
学
習
と
関
連
付
け
な
が
ら

「
表
現
力
」を
育
成

三
重
県
立
神か

ん

戸べ

高
校

本
質
を
問
う
テ
ー
マ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

論
点
を
つ
か
み
、
要
約
す
る
力
を
育
て
る

学
校
事
例

副
担
任
が
活
動
を
進
め
る
体
制
と
し

教
師
全
員
で
指
導
に
当
た
る
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め
、
担
任
が
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る
体
制

と
し
た
。
担
任
の
負
担
軽
減
に
な
る
と

同
時
に
、
言
語
活
動
を
全
教
師
で
行

い
、
そ
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
で

も
あ
る
。

　

指
導
案
は
、「
表
現
サ
ポ
ー
ト
」
の

教
師
用
資
料
を
基
に
し
て
、
各
回
分
を

今
田
先
生
が
作
成
し
た
（
図
１
）。
活

動
を
進
め
る
際
、
副
担
任
が
迷
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
活
動
の
手
順
を
き
ち

ん
と
説
明
し
、
生
徒
へ
の
声
掛
け
が
必

要
な
場
合
や
声
の
掛
け
方
な
ど
を
具
体

的
に
示
し
た
。
同
じ
教
材
を
使
っ
て
も

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
進
度
は
異
な
る
た

め
、
授
業
内
に
終
わ
ら
せ
て
ほ
し
い
工

程
も
指
示
し
て
お
き
、
出
来
な
か
っ
た

部
分
は
宿
題
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
言
語
活
動
は
、
国
語
科
の
教
師
で

な
い
と
指
導
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
方
も
い
ま
す
。
ど
の
教
師
も

抵
抗
感
な
く
、
無
理
な
く
実
施
で
き
る

よ
う
、
指
導
案
は
Ａ
４
判
１
枚
に
簡
潔

に
ま
と
め
、
指
導
案
通
り
に
進
ま
な

か
っ
た
場
合
の
対
処
法
も
明
記
し
ま
し

た
。
ま
た
、
授
業
後
に
は
先
生
方
に
進

行
具
合
な
ど
を
聞
き
、
次
回
に
向
け
て

の
改
善
点
を
探
っ
て
い
き
ま
し
た
」（
今

田
先
生
）

　

１
年
間
の
活
動
の
成
果
と
し
て
、
今

田
先
生
は
生
徒
の
書
く
姿
勢
が
変
わ
っ

た
点
を
挙
げ
る
。

　
「
前
年
度
は
小

論
文
模
試
を
２
回

行
い
ま
し
た
が
、

時
間
内
に
書
き
終

え
ら
れ
な
か
っ
た

生
徒
は
、
２
年
前

に
行
っ
た
小
論
文

模
試
の
時
よ
り
も

少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
３
年

生
と
な
っ
た
本
年

度
に
行
っ
た
小
論

文
模
試
で
も
、
生

徒
は
最
後
ま
で
粘

り
強
く
書
い
て
い

た
と
３
学
年
団
か

ら
聞
き
ま
し
た
。
生
徒
の
書
く
こ
と
へ

の
抵
抗
感
は
薄
れ
た
よ
う
で
す
」

　

ま
た
、
年
度
末
に
生
徒
に
行
っ
た
総

合
学
習
の
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
心

に
残
っ
た
活
動
に
「
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
を
挙
げ
た
生
徒
は
６
割
に
上
っ
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
生
徒
が
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
面
白
い
と
感
じ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
今
田
先
生
は
話
す
。

　
「
生
徒
の
友
人
関
係
は
意
外
に
狭

く
、
ク
ラ
ス
に
40
人
い
て
も
親
し
く
話

す
の
は
ほ
ん
の
数
人
で
す
。
同
じ
教
室

で
授
業
を
受
け
て
い
る
け
れ
ど
も
普
段

は
接
点
の
な
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
小
グ

ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
で
、
対
話
の
機
会

を
提
供
す
る
と
共
に
、
仲
間
が
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
意
見
を
う
ま
く
発
表
し
た

り
、
物
事
を
深
く
考
え
て
い
た
り
す
る

姿
に
、
生
徒
は
自
分
も
頑
張
ら
な
け
れ

ば
と
触
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
」　

　　

12
年
度
は
、
今
田
先
生
が
学
年
主
任

を
務
め
る
１
年
生
で
も
、
総
合
学
習
と

Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
に
全
５
回
の
「
表
現
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
う
。

　
「
前
年
度
の
２
年
生
の
成
果
を
受
け

図１ ２０１１年度「表現トレーニング」第５回の指導案

指導案は教科指導と同じように進行の手順と所要時間などを示し、グループを作
るポイント、活動中に生徒に伝えてほしいことなども入れて、副担任が戸惑わず
に進行できるようにしている　　　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載

最
後
ま
で
諦
め
ず

粘
り
強
く
書
く
姿
勢
が
身
に
付
く

考
え
る
、話
す
、書
く
活
動
を

授
業
に
少
し
で
も
取
り
入
れ
る
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て
、
新
１
学
年
団
に
同
様
の
活
動
を
提

案
し
た
と
こ
ろ
、
教
師
全
員
の
合
意
を

得
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
こ
う
し
た
活
動
は
小
学
校
か
ら
実
践

す
べ
き
』
と
の
声
も
あ
り
、
言
語
活
動

に
課
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
先
生
が
多

く
い
ま
し
た
。
１
年
生
で
は
、
筆
者
の

意
見
と
、
そ
れ
を
補
強
す
る
具
体
例
や

根
拠
を
つ
か
め
る
よ
う
な
、
読
解
力
と

要
約
力
の
育
成
が
中
心
に
な
り
ま
す
」

　

今
田
先
生
は
、
担
当
す
る
国
語
の
授

業
で
も
、
言
語
活
動
を
意
識
し
た
取
り

組
み
を
始
め
た
。
そ
の
１
つ
は
「
読
書

記
録
」
だ
（
図
２
）。
２
カ
月
に
２
冊

の
本
を
読
み
、
内
容
の
要
約
と
意
見
を

ま
と
め
る
。
１
冊
は
そ
の
時
の
授
業
に

関
連
し
た
本
を
、
２
冊
目
は
新
書
を
奨

励
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
文
の
授
業
で

は
、
登
場
人
物
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行

動
を
取
っ
た
の
か
を
問
い
掛
け
、
周
り

の
生
徒
と
話
し
合
わ
せ
る
活
動
を
行
う

よ
う
に
し
た
。

　
「
新
課
程
で
言
語
活
動
の
充
実
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、『
表

現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
で
の
生
徒
の
様
子

を
見
て
、
教
科
指
導
で
も
考
え
る
場
面

や
話
し
合
う
場
面
を
意
識
し
て
取
り
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
教

師
の
話
を
聞
い
て
理
解
す
る
だ
け
で
な

く
、
能
動
的
な
活
動
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
授
業

内
容
へ
の
理
解
は
更
に
深
ま
り
、
授
業

へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
動
き
は
、
他
教
科
に
も
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
現
代
社
会
で
は
、
定

期
考
査
で
毎
回
２
０
０
字
程
度
の
論
述

を
出
題
。
１
年
生
の
あ
る
ク
ラ
ス
は
、

金
曜
日
を
「
作
文
の
日
」
と
し
て
、
２

週
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
そ
の
週
の
出

来
事
を
題
材
と
し
た
作
文
を
原
稿
用
紙

１
枚
に
書
く
活
動
を
し
て
い
る
。

　
「
言
語
活
動
の
充
実
と
ま
で
は
い
か

な
く
て
も
、『
考
え
る
』『
話
す
』『
書

く
』
な
ど
の
活
動
は
、
国
語
だ
け
で
な

く
他
教
科
で
も
、
授
業
に
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
取
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
こ
の
積
み
重
ね
が
、
生
徒
の
授
業

態
度
を
受
け
身
な
も
の
か
ら
主
体
的
な

も
の
へ
と
変
化
を
促
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

言
語
活
動
を
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動

に
取
り
入
れ
始
め
た
神
戸
高
校
。
高
校

で
の
目
標
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
ど
ん
な
話
で
も
文
章
で
も
、
論
点

に
気
付
け
ば
筆
者
の
意
見
と
そ
の
理
由

も
整
理
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
に

出
れ
ば
話
は
１
回
限
り
で
、
授
業
の
よ

う
に
何
度
も
課
題
文
を
読
む
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
校
で
は
、
瞬
時
に
論
点

を
把
握
で
き
る
力
の
土
台
を
作
り
、
大

学
で
の
学
び
に
橋
渡
し
が
出
来
れ
ば
と

思
い
ま
す
」（
今
田
先
生
）

　

講
演
や
模
擬
授
業
の
後
に
内
容
を
要

約
さ
せ
る
活
動
も
検
討
し
て
い
る
。

　
「
同
じ
話
を
聞
い
た
と
し
て
も
、
重

要
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る

場
と
し
て
模
範
解
答
が
あ
る
『
表
現
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
』
な
ど
で
練
習
を
し
、
そ

の
ス
キ
ル
を
実
践
す
る
場
と
し
て
、
講

演
や
模
擬
授
業
な
ど
を
受
け
て
、
自
分

に
と
っ
て
良
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
さ
せ
る
よ
う
な
活
動
を
出
来
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
」（
今
田
先
生
）

図２ １年生の「読書記録」記入例

「読書記録」の第１の目的は、読む習慣の定着だ。びっしり書く生徒もいれば、
数行しか書かない生徒もいるが、２冊きちんと読み、提出することを重視してい
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載

「
論
点
を
把
握
す
る
力
」の

土
台
を
育
成
す
る
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